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短期                      中期 

ステップ① 
グローバルマネジメント 

基礎講座 
（オンライン研修） 

・失敗回避の最低知識 
・全２時間 
・期間内に個別受講 

選
抜 
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ステップ② 
グローバル 

マネジメント研修 
（個人編） 

・個人としてのマネジメン
トスタンスの確立 
・集合型研修 
・２日間 
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ステップ③ 
グローバル 

マネジメント研修 
（チーム編） 

・次世代リーダー/駐在員候補者
を対象とする階層づくり。       
・集合型研修 
・半日Ｘ標準全６回（６ヶ月） 

グローバル人材のプールづくり 
３ステップ 



目的・効果 ・国内外において外国人社員と信頼関係を構築し、業務遂行を果たすための 
「違い」への対応について学ぶ 
※「前もって知っていれば、防ぐことができる／失敗しない」ために最低限必要な
コミュニケーション、マネジメント上の知識 

対象 国内外において外国人社員と仕事上の接点のあるすべての社員 
（駐在員向け赴任前・赴任後研修） 

形式 オンライン研修（eラーニング） 
回数 全６講座 ２３教材（回） ※全２時間（標準受講期間 ２ヶ月） 
講座タイトル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第１講「異文化とは？－概論と特徴－」 
1. 日本人と外国人社員～認識の違い～ 
2. 文化とは 
3. 国民性の違い 
4. 同質型社会と異質型社会 
5. 就労観の違い 

 
第２講「マネジメント（理論編）」 
1. マネジメントとは 
2. 学習理論 
3. 調整理論 
4. 自分のマネジメント傾向を把握する 
5. マネジメントスタイルの使い分けポイント 
 
第３講「コミュニケーション（異文化社員の適応）」 
1. 外国人社員が嫌う上司の言動～NG集～ 
2. 伝わる表現技術 
3. 非言語（視覚編） 
4. 非言語（聴覚篇） 
5. 日本人による日本語注意点 
6. フィードバック～テクニックと例文（日英対訳）～ 

第４講「目標設定・評価（マネジメントの高度化） 」 
1. 目標設定の考え方 
2. 評価～テクニックと例文（日英対訳）～ 
 
第５講「チームワーク（マネジメントの高度化）」 
1. 異文化チーム形成 
2. 議論と対話の違い 
3. 対話～テクニックと例文（日英対訳）～ 
4. 会議の進め方 
 
第６講「異文化マネジメント持論作成」 
1. 異文化マネジメント持論（今後の行動指針）をつくる 
 

ステップ①グローバルマネジメント基礎講座（オンライン研修） 
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付録資料 講座概要 
・グローバルマネジメント基礎講座チェックシート（評価・対話フレーズつき） 
 
第１講「異文化とは？－概論と特徴－」 
・【国別】異文化対応事例集 
 
第２講「マネジメント（理論編）」 
・日本企業を理解するためのキーワード(Japanese Management Culture) 
・日本人とのコミュニケーション 12のコツ（12 tips for better communication with 
Japanese） 
 
第３講「コミュニケーション（異文化社員の適応）」 
・日本人のための日本語注意点～例文と解説～ 
・フィードバックの技術～例文とコツ～ 
 
第４講「目標設定・評価（マネジメントの高度化） 」 
 
第５講「チームワーク（マネジメントの高度化）」 
・提案の技術と例文 
 
第６講「異文化マネジメント持論作成」 
・グローバルマネジメント持論シート(ビジョンシート)  
・人材育成計画書 
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短期                      中期 

ステップ① 
グローバルマネジメント 

基礎講座 
（オンライン研修） 

・失敗回避の最低知識 
・全２時間 
・期間内に個別受講 

選
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ステップ② 
グローバル 

マネジメント研修 
（個人編） 

・個人としてのマネジメン
トスタンスの確立 
・集合型研修 
・２日間 
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ステップ③ 
グローバル 

マネジメント研修 
（チーム編） 

・次世代リーダー/駐在員候補者
を対象とする階層づくり。 
・集合型研修 
・半日Ｘ標準全６回（６ヶ月） 

グローバル人材のプールづくり 
３ステップ 



目的・効果 ・国内外においてマネージャーに求められる能力を理解する。 
・外国人社員をマネジメントする際に求められるコミュニケーションとチーム形成の
テクニックを学習し身につける。 
・方針をマネジメント持論としてまとめ、マネジメント遂行のための軸を確立する。 

対象 海外赴任者、将来の赴任候補者、海外出張者等（グローバル人材のプール） 

形式 講義、個人ワーク、グループ討議、クラス共有、解説 

標準人数 １５名 
所要時間 
（目安） 

２日間  

内容例 Ⅰ.「違い」の理解   国、社会背景、職場における発想・アプローチの「違い」を理解する  
1. 国民文化の次元  
2. 日本人と外国人社員の論点の違い  
3. 国別仕事観、キャリア観    
4. 国別回答傾向  

 

Ⅱ. 「違い」に対応する   外国人社員と信頼関係を構築し、業務遂行を果たすための「違い」への対応について学ぶ  
1. 外国人社員が嫌う上司の言動 
2. フィードバック（ほめことば、評価との違い） 
3. アクティブリスニング   
4. 異文化OJT  
5. 日本人による日本語注意点  
 

Ⅲ.「違い」を価値に変える   外国人社員と互いに提案し合える関係構築のための考え方・技術を身につける 
1. ホウレンソウ（報告・連絡・相談）使い分け（メリット・デメリット） 
2. 議論と対話の使い分け 
3. 対話ロールプレイ 
 

Ⅳ.異文化チーム形成   異なる立場、発想のメンバーと限られた時間内で目的を達成するための手法・技術について身につ
ける 

1. グループワーク 
 

Ⅴ.持論作成   グローバルマネジメントに向けての方針を持論・アクションプランとしてまとめる 
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ステップ②グローバルマネジメント研修（個人編） 
 



テーマ 学習内容 

上司に求められ
るマネジメント 
テクニック③ 
「違い」を競争
力に変える 

■部下と互いに提案し合える関係構築のため
の考え方・技術を身につける 
 
 ・対話技術 
 ・対話ロールプレイ 
   

異文化チーム 
形成 

■異文化チームを形成し異なる立場、発想の
メンバーと限られた時間内で目的を達成する
ための考え方・技術を身につける 
 
 ・チームビルディングの4ステップ 
 ・グループワーク①６つの異なる性格の 
メンバーがプロジェクトを推進 
 ・グループワーク②上記に更にイスラム教
等、宗教事情を追加し、推進 
 

マネジメント 
持論作成 

・ グローバルマネジメントに向けての方針を
持論・アクションプランとしてまとめ日々に
実践に繋げる。 
・発表 
 ※持論シートを作成します。 
・まとめ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１日目 

テーマ 学習内容 

オリエンテー
ション 
 
 

 ・講師、参加者自己紹介 
 ・進め方紹介 

上司に求められ
るマネジメント 
テクニック① 
「違い」を理解
する 

■国、社会背景、職場における発想・ 
アプローチの「違い」を理解する 
 
 ・論点の違い 
 ・仕事観を把握する 
 ・国別・回答傾向 
 ・外国籍社員が嫌う上司の言動 
 ・会話タブーへの備え 
 ・「分かる」の３分類 
 ・上手な聞き方、話し方 
 ・日本人による日本語注意点 
 ・多様な人材育成手法  
 ※参考資料 国別異文化対応事例 

上司に求められ
るマネジメント 
テクニック② 
「違い」への対
応 

■部下と信頼関係を構築し、業務遂行を果たす 
ための「違い」への対応について学ぶ／望まし 
い行動を強化・徹底し、結果を出すための考え 
方・コミュニケーション技術を身につける 
 
 ・違いを価値に変える６段階 
 ・フィードバックの技術 
 ・フィードバックロールプレイ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２日目 

グローバルマネジメント研修（個人編）２日間 
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ステップ② 
グローバル 
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（個人編） 

・個人としてのマネジメン
トスタンスの確立 
・集合型研修 
・２日間 
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ステップ③ 
グローバル 

マネジメント研修 
（チーム編） 

・次世代リーダー/駐在員候補者
を対象とする階層づくり。 
・集合型研修 
・半日Ｘ標準全６回（６ヶ月） 

グローバル人材のプールづくり 
３ステップ 



ステップ③グローバルマネジメント研修（チーム編） 全６回   

回（月） １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 ６回目 
Ⅰ：省察 
(80分） 

＜マネジメント・リフレクション＞ 
・作成した持論を踏まえ 
「過去１ヶ月の間に、どう適用し実践したか（できなかったか）」 
「次回に向けた課題は何か」等、自ら振り返るとともにメンバーと一緒にシェアする。 
・各人のマネジメント持論の実践を深めるとともに、メンバー同士の理解を深め、学び合い
の風土を醸成する 

Ⅱ：学習 
（80分） 

 

自分を知る・
仲間を知る 

モチベーショ 
ンとは？ 
充実とは？ 

成長と 
人材育成 

本社機能と 
現場の役割 

組織文化 
理解 

 

リーダー 
シップ 

 

Ⅲ：実践 
（80分） 

 

「課題発見と実践」 
・参加メンバーが果たすべき役割とは何か、短期・中期・長期の観点から課
題の模索・発見をし、実践に導く。（社内の実際の課題・事例が望ましいで
すが、ない場合は用意します） 

 
まとめ 

 

※上記は標準回数です。６ヶ月。１回半日。 
※「学習」モジュールはすべて海外事情と関係して進めます。テーマは例ですので変更可能です。 
※個人の性格や傾向を把握するアセスメントツールの活用や、グローバルコミュニケーション／ 
プレゼンテーション研修として「シアター・イン・ビジネス」の実施も可能です。 

・個人編で確立した自らのマネジメント持論の実践・定着をモニター・促進します。 
・参加者同士が将来、拠点を超えたチームとして機能する結びつきを促します。 
・各回は「省察」「学習」「実践」の3つのモジュールから構成されています。 
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目的  リーダーとして効果的に振る舞うための、スキルとナレッジを身に付ける。 
 自分自身の振る舞いの傾向と課題を理解する。 
役割・ポジションによって異なるものが求められるプレゼンス（存在感）の表現手法について客
観的に理解し、状況に応じた個々人のプレゼンスを適切に演出するセルフ・ダイレクティングが
できるようにする。 

アウト
ライン 
 

１．プレゼンスについての認識を理解する。 
２．基本的な身体と発声・発語について現状と改善点を理解する。 
３．リーダーシップを発揮する際に有効なボディランゲージと発声・発語について、日常業務で 
実践できるよう認識を深める。今後へ向けた実践ポイントを個別にフィードバックする。 

講師 三輪えり花 舞台演出家・演技コーチ・俳優・脚本家・翻訳家・通訳者（日英） 
慶應義塾大学英文科卒業、ロンドン大学演劇科にて修士号（演出学）取得後、在英国日本大使館にて、文化・情報
部に勤務。英国貴族階級との交流から、表情・身体・発声全てを駆使するプレゼンス（存在感と魅力）の術を体得。 
文化庁派遣芸術家在外研修員として初の２年派遣員として、英国王立演劇アカデミー及びロイヤル・オペラハウス
にて、演出・演技・演技指導法を習得。 
東京芸術大学・新国立劇場研修所等にて演技指導を歴任、明治大学・国際基督教大学にてビジネスエグゼクティブ
向けのプレゼンス表現を指導。 
深層心理を深く掘り下げ、魅力ある人物像を表出する演出術で、舞台芸術全般の演出家・脚本家・俳優として活動。 
昨年、翻訳・演出・美術を担当した音楽劇『マレーネ』では主演女優が紀伊国屋演劇賞を受賞。 
シェイクスピアを立体的に研究する第一人者。国際シェイクスピア学会、日本演出者協会所属、 
公益社団法人国際演劇協会日本センター理事（ユネスコ傘下）。著書「英国の演技術」（玉川大学出版）  
訳書「インプロ：自由自在な行動表現」「クラシカル・アクティング」（以上、而立書房） 
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シアター・イン・ビジネス リーダーとしてのプレゼンス〜声と身体の使い方〜 
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研修前・後での効果測定①自己評価（成果シート） 



個人のモチベーションとハイパフォーマンス人材を特定できるアセスメントツール 

12 

Harrison Assessments ～ハリソンアセスメンツ～ 

特 

長 

①多国籍の言語に対応 
ネット環境があれば、世界のどこからでもどの言語でも、出力が可能（質問紙への記入でも受験可能） 
質問票：23ヵ国語、レポート：16ヵ国語 
②157の行動特性で測定 
あらゆる姿勢やものの見方、価値観等、行動に関わる部分を157の行動特性でスコア化 
③ユニークで高度な質問票 
わずか30分で8時間分のヒアリングに相当する内容のレポートを提供 
④真偽判定機能（一貫性スコア） 
矛盾する順位付けを特定する機能。 
⑤精度の高い標準職種テンプレート 
完全職務直結型ツールで、特定職務において成功する可能性を定量的に提示 

タイ語 韓国語 中国語 日本語 

実
施
ご
提
案 

インドネシア語 ベトナム語 マレー語 

※HAは株式会社リサーチアンドソリューションズによる提供です。 

研修前後（第1回目前と第6回目後）に 
効果測定としてご利用いただくことにより、 
研修の成果を定量的に把握することが可能です。 

研修前・後での効果測定②客観評価（アセスメントツール） 



講師紹介：小平達也 （こだいら たつや）  
グローバル人材戦略研究所   
  
「世界で通用する人づくり、組織づくり」をテーマに活動。クライアントは化学、電機、機械、食品、小売、卸売、建設、官公庁、教育機関
等、日本を代表する大手企業を中心に多岐に渡る。マネジメント研修を日本語、英語、中国語の3カ国語で行ない、参加者の出身国は25カ国
以上に上る。 経団連機関紙、「企業と人材」、「賃金事情」、「人事実務」、「労政時報」、「人事マネジメント」、「グローバル経営」
等これまでに150以上寄稿実績があり、近著に「外国人社員の証言 日本の会社40の弱点」（文藝春秋）。政府関係機関の有識者会議委員、
大学院講師なども務め幅広く活動。オンライン研修「グローバルマネジメント基礎講座」を監修。   
（その他公務等 ） 

財団法人 日弁連法務研究財団 「外国人法律相談における通訳人の認定制度に関する研究」研究員(2014年度）  

厚生労働省 高度外国人材の日本企業就業促進に向けた普及・啓発事業 有識者検討会 委員（2013年度） 

中小企業庁 アジア留学生の人材活用に関する連絡会議 委員(2012年度）  

厚生労働省 企業における高度外国人材活用促進事業 調査検討委員会 委員（2009年度）  

文部科学省 検定試験の評価の在り方に関する有識者会議 委員（2010年度）  

経済産業省 アジア人財資金構想シンポジウム モデレーター（2008年12月）  

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 アジアにおける高度外国人材の就業意識と活用実態に関する調査研究委員会 委員（2010年度）  

独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）ＢＪＴビジネス日本語能力テスト外部化検討委員会 委員（2007年度）  

財団法人 日本漢字能力検定協会  BJT外部アドバイザー  

財団法人 企業活力研究所 グローバル人材活用協議会 座長（2010年度）  

財団法人 企業活力研究所 人材育成研究会 委員（2010年度）  

財団法人 海外技術者研修協会 共通カリキュラムマネージメント事業委員会 委員（2010年度）  

財団法人 さっぽろ産業振興財団 客員研究員（2008年度）  

社団法人 日本経済団体連合会 教育問題委員会企画部会「日本企業の求めるグローバル人材の素質・能力や、グローバル人材育成に向けて、企業や大学に求められる取り組みについて」
（2010年10月29日）  

国立大学法人 東京外国語大学 多言語･多文化教育研究センター コーディネーター養成プログラム アドバイザー（2008年度、2009年度）  

武蔵野大学大学院 言語文化専攻 講師      

日本ＩＢＭ 富士会議（有識者会議）メンバー    異文化経営学会 会員  

 

外国人社員の証言  
日本の会社40の弱点 (文藝春秋） 
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お問合せ 

企業名：グローバル人材戦略研究所 
 
住所：〒 106-0031 東京都港区西麻布1-14-5    
   永都ビル西麻布 
 
電話番号：03-3403-0528 
 
URL：http://www.ja-sol.jp/ 
 
 

お問い合わせ方法 
【1】メールでお問い合わせいただく場合 
  メールタイトルに、「グローバル人材プール作り 問合せ」とし、本文にて以下をご記入のうえ 
sales@ja-sol.jp  宛に ご連絡ください。 
1.会社名  2.会社住所  3.部署・役職名  4.氏名  5.連絡先（メールアドレス） 6.連絡先（電話番号） 
7.ご検討中のプログラム ８．ご検討中の実施時期   
 
【2】電話でお問い合わせいただく場合 
  グローバル人材戦略研究所 サービスサポート担当（03-3403-0528）までご連絡ください。 
お電話にて上記1～８につきお知らせください。 
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